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元
日
か
ら
自
然
の
力
に

は
勝
て
な
い
こ
と
を
痛
い
ほ

ど
見
せ
つ
け
ら
れ
た
。
平
穏

な
日
常
生
活
が
で
き
て
い
た

場
所
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に

崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
町
の
光

景
に
目
を
覆
い
た
く
な
る
。

よ
う
や
く
水
が
出
て
少
し
温
か
い
食

事
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

涙
を
こ
ら
え
る
ラ
ー
メ
ン
店
の
ご
主

人
。
亡
く
な
っ
た
奥
さ
ん
と
娘
さ
ん

と
の
思
い
出
の
品
を
必
死
に
探
し
た

と
い
う
男
性
の
姿
も
あ
っ
た
。
こ
れ
か

ら
が
長
い
。
是
非
、
前
を
向
い
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
こ
と
し
か
で
き

な
い
●
塙
山
学
区
で
も
３
・
11
を
忘

れ
な
い
防
災
訓
練
を
、
東
日
本
大
震

災
の
翌
年
か
ら
毎
年
続
け
て
き
た
が
、

能
登
半
島
地
震
の
報
道
を
見
る
に
つ

け
、
ど
う
備
え
れ
ば
よ
い
の
か
分
か

ら
な
く
な
る
。
自
助
努
力
は
も
ち
ろ

ん
で
あ
る
が
、
地
震
、
水
害
、
火
災

な
ど
を
想
定
し
な
が
ら
、
共
助
の
部

分
も
災
害
ご
と
に
検
討
す
る
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。
塙
山
学
区
が
ど

の
よ
う
な
地
形
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
の
か
？
ま
ず
は
そ
こ
か
ら
学
び
、
知

る
こ
と
も
大
切
に
な
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
多
く
の
人
た
ち
で
防
災
を
考

え
、
い
ざ
と
い
う
と
き
支
え
合
え
る

体
制
を
創
っ
て
お
き
た
い
●
ま
ち
づ

く
り
に
は
多
く
の
人
が
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
。

事
業
を
や
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
事
業
を
通
し
て
多
く
の
人

の
顔
が
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
近
年
、
塙
山
学
区

の
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
進
め
て
い
る

人
た
ち
の
年
齢
が
七
〇
代
〜
八
〇
代

と
な
っ
て
い
る
が
、
若
い
人
た
ち
へ
の

誘
い
や
Ｐ
Ｒ
を
忘
れ
て
は
い
な
い
か
？

自
問
自
答
す
る
。
四
月
中
旬
に
運
用

開
始
に
な
る
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
：
タ
ッ

チ
」
に
も
期
待
す
る
。
地
域
で
起
き

て
い
る
様
々
な
課
題
を
、
リ
ー
ダ
ー
た

ち
の
知
恵
と
パ
ワ
ー
で
解
決
し
、
持

続
可
能
な
塙
山
を
模
索
し
続
け
る
。

　
　
　
　
（
会
長　

西
村
ミ
チ
江
）

令
和
六
年
度
の
塙
山
学
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
な
事
業
計
画
を
提
案
し
ま
す
。
災
害
時
命
を
守
る
た
め
の
自
助
の
啓
発
、

高
齢
者
の
見
守
り
体
制
、
塙
山
学
区
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
「
塙
山
さ
ん
さ
ん
計
画
」
の
策
定
、
塙
山
さ
ん
さ
ん
秋
祭
り
、
ま
ち

の
コ
イ
ン
「
タ
ッ
チ
」
を
活
用
し
て
若
い
世
代
の
参
画
な
ど
、
塙
山
の
高
齢
化
率
は
三
四
．
四
％
と
進
行
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
人
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
進
め
ま
す
。
四
月
七
日
の
定
期
総
会
ま
で
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

  
  

昨
年
九
月
八
日
の
線
状
降
水
帯
に

よ
る
集
中
豪
雨
で
、
学
区
内
で
も
床

上
床
下
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
災
害

を
「
知
る
」「
備
え
る
」「
行
動
す
る
」

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

三
月
九
日
（
土
）、当
会
役
員・部
員
、

エ
リ
ア
協
力
員
、
民
生
委
員
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
塙
山
女
性

⑴⑵
「
３
・
11
、
９
・
08
を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
」
充
実

　　●⑴
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

●⑴⑵●⑴
木
曜
サ
ロ
ン
⑵
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

⑶
ゆ
う
き
の
会
⑷
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

●
子
ど
も
食
堂
・
元
気
カ
フ
ェ
の
運
営

⑴
防
犯
環
境
整
備
①
青
パ
ト
巡
視
②

　　⑵●⑴
早
朝
ソ
フ
ト
⑵
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

⑶
食
育
と
食
生
活
改
善

　　●⑴
子
育
て
マ
マ
楽
集
会
⑵
お
と
こ
塾

⑴
花
い
っ
ぱ
い
運
動
（
は
な
や
ま
認
定
こ
ど

　

も
園
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
①
花
の
里
親

⑵

（
６
月
、11
月
）

　

①
⑶
第
七
次
塙
山
さ
ん
さ
ん
計
画
策
定

●⑴
会
運
営
事
務
全
般

⑵
会
議
の
運
営
①
幹
事
会（
５
月
、９
月
、３
月
）

⑶
会
計
事
務
⑷
軽
ト
ラ
ッ
ク
貸
し
出
し

⑸
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会

①
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

⑹
こ
ど
も
園
・
小
・
中
学
校
の
支
援

①
学
習
支
援
②
ク
ラ
ブ
活
動
支
援　

  

③
書
写
指
導
④
読
み
聞
か
せ

●⑴
市
報
等
全
戸
配
布
に
関
す
る
事
項

①
か
わ
ら
版
発
行
（
毎
月
20
日
発
行
）

②
市
報
等
広
報
物
配
布
に
関
す
る
事
務

⑵⑶⑴

  

⑵
は
な
や
ま
エ
コ
・
ま
ち
体
験
隊
事
業

⑴
青
少
年
育
成
団
体
と
情
報
交
換（
年
３
回
）

⑴
交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
管
理

会
、塙
山
小
学
校
等
に
声
を
掛
け
、９・

08
豪
雨
災
害
被
害
の
教
訓
も
生
か
そ

う
と
、「
３
・
11
大
震
災
９
・
08
豪
雨

を
忘
れ
な
い
防
災
訓
練
」
を
塙
山
交

流
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
ま
し
た
。

八
時
四
十
五
分
の
一
斉
メ
ー
ル
配

信
、
第
一
部
の
「
震
災
・
豪
雨
動
画
」

「
災
害
時
用
ト
イ
レ
実
演
、
防
災
グ
ッ

ズ
や
日
立
市
の
防
災
啓
発
冊
子
な
ど

の
解
説
」「
新
規
配
備
の
防
災
機
材
試

運
転
」、
同
時
進
行
で
「
避
難
行
動
要

支
援
者
の
安
否
確
認
訓
練
」
な
ど
を

実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
豪
雨
時
の
対
応
経
験
か
ら
、

災
害
時
の
学
区
内
情
報
収
集
が
で
き

る
新
た
な
仕
組
み
構
築
の
た
め
「
災

害
情
報
協
力
者
」
を
配
置
、
五
名
の

協
力
者
と
初
の
情
報
交
信
訓
練
も
行

い
ま
し
た
。

第
二
部
は
、
日
立
市
防
災
対
策
課

課
長
補
佐
黒
澤
智
光
さ
ん
の
「
市
の

防
災
対
策
と
災
害
へ
の
備
え
」、
同
資

源
循
環
推
進
課
副
参
事
八
木
孝
知
さ

ん
の
「
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
」
の
講

演
、
西
村
ミ
チ
江
会
長
の
「
震
災
遺

構
請
戸
小
学
校
」
視
察
報
告
、
日
立

市
都
市
建
設
部
用
地
課
係
長
菊
池
修

一
さ
ん
の
「
能
登
半
島
地
震
被
災
地

派
遣
報
告
（
被
災
地
の
現
状
と
課
題
）」

を
行
い
、
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

災
害
時
に
は
「
自
助
」
が
生
死
を

左
右
す
る
大
き
な
要
素
で
す
。
避
難

所
だ
け
で
な
く
、
自
宅
の
安
全
が
確

認
で
き
た
ら
在
宅
避
難
が
心
身
と
も

に
安
心
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
一
週
間

は
過
ご
せ
る
備
え
を
し
て
お
き
た
い

も
の
で
す
。「
水
」「
ト
イ
レ
」「
食
べ

物
」「
常
用
薬
」
は
命
を
守
る
最
低
限

の
備
え
必
須
品
で
す
。
家
族
の
状
況

に
合
わ
せ
て
必
要
品
を
備
え
、
こ
の

機
会
に
不
足
品
は
補
充
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
指
定
避
難
所
以
外
に
親

戚
の
家
、
ホ
テ
ル
な
ど
避
難
で
き
る

場
所
や
災
害
時
の
連
絡
方
法
を
家
族

で
話
し
合
い
決
め
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

⑵
利
用
団
体
連
絡
会
総
会
及
び
調
整
会
議

⑶
清
掃
作
業

※
令
和
六
年
度
三
月
十
六
日
現
在

塙山スポーツ少年団も訓練に参加
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さ
ん
さ
ん
基
金

現
在
高　
　

  

二
、〇
二
一
、一
三
二
円

４月の開始に向け各コミュニティと研修

二
月
二
十
六
日
（
月
）、
令
和
五
年

度
第
三
回
塙
山
学
区
青
少
年
育
成
会

議
が
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
小・中
学
校
、
こ
ど
も
園
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

青
少
年
育
成
団
体
代
表
十
九
名
が
出

二
月
二
十
二
日
（
木
）、
学
習
参
観

後
、
令
和
五
年
度
第
三
回
塙
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
協
議
会
が
塙
山

小
で
開
催
さ
れ
、
委
員
八
名
が
出
席
、

児
童
の
様
子
と
第
二
回
学
校
評
価
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
及
び
来
年
度
の
学

校
行
事
、
協
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
、

三
月
一
日
（
金
）
午
後
二
時
か
ら

塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
市
主
催
の
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、

四
月
十
六
日
（
火
）
か
ら
利
用
開
始

す
る
日
立
市
の
「
ま
ち
の
コ
イ
ン
：

タ
ッ
チ
」
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
鎌
倉
市
で
ま
ち
の
コ
イ
ン

を
運
営
す
る
「
カ
ヤ
ッ
ク
」
か
ら
三
名
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
か
ら
七
名
の
応

援
で
進
め
ら
れ
、
希
望
す
る
交
流
セ

ン
タ
ー
に
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
も
配
信
さ

れ
て
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー
ダ
ー

二
月
十
四
日
（
土
）
日
立
消
防
本

部
救
急
救
命
士
・
救
命
隊
員
に
よ
る

講
習
会
を
塙
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
定

員
の
十
六
名
が
受
講
。
心
肺
蘇
生
法
・

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法
・
異
物
除
去
法
・
止

血
法
・
体
位
管
理
な
ど
一
時
救
命
措

置
と
応
急
手
当
を
講
義
と
実
技
で
学

び
ま
し
た
。

二
月
二
十
四
日
（
土
）
Ｈ
Ａ
Ｎ

Ａ
ス
ポ
ラ
ン
ド
が
終
了
し
ま
し
た
。

二
十
八
名
の
子
ど
も
た
ち
は
年
間
を

通
し
て
走
り
方
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、

ラ
グ
ビ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

様
々
な
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

最
終
日
は
三
回
目
の
五
〇
ｍ
走
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
幅
跳
び
の
記

録
更
新
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

閉
講
式
で
日
立
市
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
菊
池
弘
史
さ
ん
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
年
齢
を
重
ね
て

も
ス
ポ
ー
ツ
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
挨
拶
、
塙
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ

西
村
和
文
代
表
は
幼
稚
園
か
ら
低
学

年
の
身
体
能
力
が
発
達
す
る
ゴ
ー
ル

デ
ン
エ
イ
ジ
期
に
、
体
を
動
か
す
こ

と
が
大
切
、
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
ス
ポ
ラ
ン
ド
は

良
い
機
会
だ
っ
た
と
話
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
修
了
証
と
と
も
に

（
無
欠
席
）一
年
生
出
野
琉
雅
さ
ん
、（
一

日
欠
席
）
一
年
生
相
田
琉
成
さ
ん
と

二
年
生
相
田
凌
摩
さ
ん
に
「
が
ん
ば
っ

た
で
賞
」
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
二
日
の
木
曜
サ
ロ
ン

が
参
加
し
ま
し
た
。

当
会
か
ら
は
広
報
を
担
当
し
て
い

る
青
山
公
子
さ
ん
、
小
島
真
実
子
さ

ん
の
二
名
が
参
加
、
数
名
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

で
も
受
講
し
ま
し
た
。
ま
ち
の
コ
イ
ン

活
用
事
例
紹
介
の
後
、
ス
ポ
ッ
ト
と
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
会
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
体
験
を
つ
く
り
、
ポ
イ
ン

ト
付
与
の
方
法
、
加
盟
手
続
き
、
ア

プ
リ
操
作
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

二
月
二
十
一
日
（
水
）、
塙
山
小
学

校
の
職
員
室
前
に
あ
る
「
日
立
の
桜
」

の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
（
海
側
か
ら
二
本

修了証を手に嬉しそう　がんばったね

救急車が到着するまでの時間の大切さを学ぶ

心
肺
停
止
か
ら
救
急
車
が
到
着
し

る
ま
で
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
に

よ
る
一
時
救
命
処
置
の
継
続
が
、
そ
の

後
の
生
存
率
や
社
会
復
帰
率
が
高
い

こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

突
然
倒
れ
た
人
や
、
反
応
の
な
い

人
が
い
た
時
は
、
救
急
隊
到
着
ま
で
、

大
声
で
応
援
を
呼
び
、
一
一
九
番
通
報

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
手
配
な
ど
の
救
命
処
置

で
助
か
る
命
が
あ
り
ま
す
。

令
和
六
年
四
月
一
日
改
正
の
塙
山

団
地
線
バ
ス
時
刻
表
と
ポ
ケ
ッ
ト
時

刻
表
を
ひ
た
ち
市
報
三
月
二
〇
日
号

と
同
時
配
布
し
ま
し
た
。

ポ
ケ
ッ
ト
時
刻
表
は
塙
山
交
流
セ

ン
タ
ー
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

春にはきれいな花が咲くように　

二
月
十
八
日
（
日
）、
日
立
市
青
少

年
育
成
推
進
会
議
主
催
の
「
令
和
五

年
度
青
少
年
育
成
の
た
め
の
市
民
の

集
い
」
が
日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
塙
山
小
か
ら
二
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

◇
家
庭
の
日
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門
優
秀
賞

三
年　

中
島
航
希
さ
ん

◇
少
年
の
主
張
・
体
験
文
部
門
優
良
賞

二
年　

須
藤
結
楓
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

目
）
を
は
じ
め
六
本
の
桜
に
肥
料
を

施
し
ま
し
た
。

小
雨
の
中
、
市
の
講
習
会
で
研
修

を
受
け
た
豊
田
弘
さ
ん
、
小
野
瀬
清

三
さ
ん
を
中
心
に
八
名
が
作
業
、
木

の
幹
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所
に

穴
を
掘
り
、
支
給
さ
れ
た
樹
木
用
肥

料
を
入
れ
、
掘
り
起
こ
し
た
土
に
腐

葉
土
を
混
ぜ
て
埋
め
戻
し
ま
し
た
。

桜
は
日
当
た
り
が
よ
く
栄
養
分
の

多
い
土
壌
で
元
気
に
育
つ
と
言
わ
れ
、

開
花
が
楽
し
み
で
す
。

二
月
十
六
日
と
十
九
日
の
二
日
間
、

あ
ん
し
ん
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
登

は
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
奏
者
の
茶
吹
鈴

（
ち
ゃ
っ
ぷ
り
ん
）
さ
ん
を
迎
え
て
演

奏
会
を
開
き
ま
し
た
。

エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
は
電
子
管
楽
器
で
、

フ
ル
ー
ト
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
二
胡
、
サ

キ
ソ
フ
ォ
ン
な
ど
様
々
な
楽
器
の
音
色

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
夢
芝
居
」「
舟
歌
」
な
ど
十
二
曲

を
演
奏
。
初
め
て
目
に
す
る
楽
器
に
、

足
で
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
音
楽
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会場はエアロフォンの音色に包まれました

録
者
八
名
を
対
象
に
、
市
社
協
に
よ

る
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
無
償
取
付

け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
火
災
警
報
器
は
、
市
消
防
本

部
か
ら
市
社
協
へ
の
寄
付
さ
れ
た
も

の
を
、
巡
回
安
全
サ
ー
ビ
ス
で
無
償
取

付
け
の
残
数
が
あ
り
、
今
回
の
実
施

と
な
り
ま
し
た
。

初
め
て
取
付
け
る
家
も
多
く
、「
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
」
と
喜
ば
れ
ま
し
た
。

学
校
か
ら
の
説
明
を
受
け
、
改
善
や

検
討
項
目
、
提
案
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
毎
朝
の
立
哨
が

検
討
事
項
の
一
つ
に
あ
が
り
、
児
童
減

少
に
よ
る
家
庭
数
減
で
の
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
。
今
後
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
、

継
続
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
学
習
環
境
は
コ
ロ
ナ
前
か

ら
大
き
く
変
わ
り
、
各
教
室
配
備
の

電
子
黒
板
や
個
人
配
付
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
積
極
的
に
活
用
し
た
学
習
形
態

に
移
行
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
を
は

じ
め
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
有
効
な
活
用

の
見
極
め
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

席
、
子
ど
も
た
ち
の
近
況
に
つ
い
て
情

報
交
換
し
ま
し
た
。

中
学
校
で
は
ケ
ー
タ
イ
電
話
の
所

持
率
が
八
割
を
超
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
時
代
を
反
映
し
た
課
題
へ
の

対
応
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
少
年
団
で
は
加
入
者

の
減
少
に
伴
う
活
動
面
で
の
課
題
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は

学
校
・
こ
ど
も
園
・
青
少
年
育
成
諸

団
体
の
応
援
団
と
し
て
、
今
後
も
課

題
解
決
に
協
力
し
ま
す
。


